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制御用ファイルを設定した後、いよいよ、CAD を用いて解析モデルを

作成する。まず、モデラーを起動する。モデラーの起動はメニューから

[モデラー]→[骨組モデル]→[新規作成・変更]を選択することで行うこ

とができる(図 2-3-1)。また、モデラーの起動ツールチップ*２からも、

このモデラーを立ち上げることが可能である。 

 
 
モデラーが立ち上がると、新規作成の場合、順にダイアログが表れ、

必要な初期設定がウィザード形式で実行される。まず、この初期設定に

ついて演習しよう。最初に、モデラーが立ち上がると、図 2-3-2 に示す

構造物のタイトル設定ダイアログが表示される。ここでは、構造データ

ファイルの先頭に書かれるコメントを設定することになる。 
 

 
 

タイトルを設定し、「OK」を押すことで、このダイアログでの設定処

理が終了する。 

2.3 モデラーの起動

と初期設定

2.3.1 モデラーの起

動とタイトル設定

*2  

図 2-3-1「モデラー新規作成」メニュー 

図 2-3-2「構造ファイルのタ

イトル」ダイアログ

最初に、内容変更ボタンを押す。次

に、タイトル行数を入力する。ここ

では、8行以内に制限されている。タ

イトル行数を設定し終えると、その

行数分、タイトルが入力可能状態と

なる。この入力域にデータを入力し、

「OK」ボタンを押すことでタイトル

が設定できることになる。 

最初の演習では、このマニュアル

の図で表示されるメニューやパ

ラメータなどをそのまま使用さ

れたい。 
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タイトルを設定し終えると、続いて、図 2-3-3 に示すダイアログが表

示される。ここでは解析モデルの選択を行うことになる。このモデラー

では、解析モデルは、平面フレーム(2 次元)、立体フレーム(3 次元)、

スペースフレームに分類されており、以後、各々異なった入力方法が用

いられる。 

本章の演習では平面フレームを選択する。 

 
 
 解析モデルを選択した後は、「次へ」ボタンを押す。 
 
 
平面フレームを選択し終えると、次に構造物の規模を設定するダイア

ログが表れる。ここでは、図 2-3-4 のように使用座標の選択と規模の決

定を行う。規模を設定すると通り芯数と階数が決定し、次にスパン長と

階高を設定するダイアログが表示される(図 2-3-5)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.3.2 構造形式の選

択と構造物の規

模設定

2.3.3 通り芯間隔、

階高の設定

図 2-3-3「構造物の選択」ダイアログ 

図 2-3-4「構造物の規模」ダイアログ 

解析モデルの選択は、描画され

ている各モデルの図形をマウ

ス左ボタンで指定されたい。ク

リックされたモデルでは、タイ

トルが太文字で表示される。選

択後は、「次へ」ボタンを押す。 

まず、平面骨組では、3次元座標中でどの座

標系を使用するかを選択する。次に、スパン

数と階数を入力する。この数値は、構造物の

通り芯数と最大階数を決めるものである。こ

こで、階数に 0を設定すると、連梁の解析と

なる。 

全て設定し終えた後は、「次へ」ボタンを押

す。これで、このダイアログでのデータ設定

は終了する。 
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 次に、通り芯の位置を設定するダイアログを用いて、スパン長と階高

を入力する。入力終了後、「OK」ボタンを押し、設定が完了する。 

 
 
 
  
次に出現するダイアログ(図 2-3-6)では、要素データと特殊断面デー

タを作成する。ここでは、解析モデルで使用する部材要素を設定する。

無論、後から追加設定することも可能である。 

2.3.4 使用部材の設

定（要素データと

ファイバー断面

の設定）

図 2-3-5「通り芯の設定」ダイアログ 

図 2-3-6「要素データ登録」

ダイアログ

このダイアログは、要素デ

ータを作成するメイン画

面である。ここから、多く

のオプションを選択し、要

素データを作成する。 

最初の演習では、「追加」、

「材料設定」、「特殊断面作

成」ボタンを使用する。デ

ータを設定し終えた後は、

「OK」ボタンを押せば終了

である。 

ここでは、スパン長(cm)

と階高(cm)を入力する。ま

た、通り名、層名、階名は、

規定値が設定されている

が、ここでは、これを変更

することもできる。指定し

たこれらの名前がレポー

ターなどで使用される。

設定終了後、「OK」ボタン

を押すと、次のステップに

移る。 
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 上記のダイアログ中の[追加]ボタンをクリックすると図 2-3-7 のダ

イアログが表示される。ここでは、使用材料を鉄骨、鉄筋コンクリート、

鉄骨鉄筋コンクリート、アルミニウム、木材の中から選択する。演習で

は鉄骨を用いることにする。 

 

 
 
 
 次に、使用部材が決定されると材料断面・設定のダイアログが表示さ

れる(図 2-3-8)。ここで、要素の符号、形状、名称を決定・選択する。

符号名称は設計用記号などを利用して設定すると良い。現在、鉄骨の断

面形状として、H形鋼、鋼管、角型鋼管が使用できる。演習では、はり

には H形鋼を、柱には角型鋼管を指定しよう。最初は、図 2-3-8 に示す

はり断面を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-3-7「使用材料の設定」ダイアログ 

図 2-3-8 鉄骨要素断面の

設定(はり)

このダイアログでは、部材

要素の使用材料を設定す

る。ここでは、まず、鉄骨、

鉄筋コンクリートなどの

図形をマウス左ボタンで

クリックすることにより

選択する。 

選択した使用材料に従っ

て、ダイアログ左下の選択

項目が変化する。入力可能

な選択項目から使用材料

の材質などを設定する。

次に、部材要素モデルを選

択する。この演習では、弾

性モデルを選択する。ファ

イバーモデルなどの要素

モデルについては後節で

解説する。 

全設定が終了した後、「次

へ」ボタンを押す。 

このダイアログでは、鉄骨

の断面形状を指定する。符

号はこのモデラーで使用す

るので、設計用記号などを

用い、識別可能となるよう

に設定されたい。符号を記

入しないとエラーメッセー

ジが表示される。形状と断

面は表示メニューから選択

する。選択後は、「OK」ボタ

ンを押して終了する。図中

には、演習で使用するはり

断面に関するデータが表さ

れている。 

断面性能を設定する際、デ

ータベースの値を使用す

るか、システムが有してい

る計算公式を用いるかを

選択する。これは、データ

ベース内の断面性能は、市

販鋼材の値を用いている

ためであり、断面積や断面

二次モーメントなどで、３

から 5パーセントほど、計
算して求めた値と異なる。 
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 データ記入後、「OK」ボタン

をクリックすると、要素データ

登録ダイアログに設定した部

材が追加される。次に、柱断面

を追加する。ここでは、「追加」

ボタンを押すと、図 2-3-9 に示

す断面設定用ダイアログが表

示され、はりと同様に柱の登録

も行う。 
 
 
 
 

  

 

これで、演習で使用する部材要素が設定された。はりと柱部材の登録

が間違いなく設定されているか、図 2-3-10 で確認する。確認後、[OK]

ボタンをクリックする。これで初期設定が全て終了である。いよいよ、

次節以降でモデル形状などの設定方法を学ぶことになる。 

図 2-3-9 鉄骨要素断面の設定(柱) 

図 2-3-10 要素データ

登録完了

このダイアログでは、鉄骨

の断面形状を指定する。一

度、使用材料の設定を行っ

た後は、「追加」ボタンを

押しても、材料設定ダイア

ログは表示されない。断面

形状が効率よく設定でき

る仕様となっている。 
使用材料を変更する場合

は、「材種設定」ボタンを

押せば良い。 
なお、図中では、演習で使

用する柱の断面を表す。 

柱とはりの断面が間違い

なく設定されていること

をこのダイアログで確認

する。 

データを設定し終えた後、

「OK」ボタンを押す。これ

で完了である。 


